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２　　目　標　達　成　計　画　（平成29年度）

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

12ケ月

①利用者に対する言葉かけに
配慮が欠ける時があり、人生
の先輩であることを念頭に対
応する。
②排泄時の声掛等において、
プライバシーの確保をもって
対応する。
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グループホーム神苑

平成29年3月31日

利用者との共同での食事準備
の様子や、作成したお品書き
等、利用者の活躍の場面を、
ホーム便りに掲載する。ま
た、掲示版を設け、活躍の場
面や行事食を映した写真等を
掲示する

現状における
問題点、課題

一人一人の尊厳とプライバ
シーを考えた言葉かけや対応
に欠けている。
言葉づかいや対応等におい
て、不適切なケアと思われる
場面がある。
例）赤ちゃん言葉、排泄時の
配慮に欠けた言葉等

昨年の熊本地震を経験し、災
害時の対応に不安を感じる職
員が多い。

終末介護の経験がない職員が
半数以上はおり、経験値と知
識不足による重度化や終末の
対応に対して、不安がある。

終末介護において、利用者及
び利用者家族を支えるべき職
員の終末介護に伴う不安軽減
への取り組みを行う。

カンファレンスの場で、職員
間で終末介護に対して話し合
う
不安と思われる要因1つ1つに
解決策を検討する。
内部及び外部での終末介護の
勉強会へ参加し、得た知識を
職員間で共有する

①日々の中で、利用者の身体
状況に応じた外出支援を行
う。
②車椅子利用の方の外出の機
会を増やす。苑庭での外気浴
や茶話会、近隣の公園等への
日常的な外出を行う。

利用者の外出状況が全職員に
わかる様に、一覧表を作成
し、外出の少ない利用者へ積
極的に外気に触れて頂くよう
努める。

12ケ月

12ヶ月

毎月、ユニットごとのカン
ファレンスや全体ミーティン
グにおいて、尊厳やプライバ
シーについて、日々の振り返
りをし、チームとしての対応
について考える。

12ケ月

個々にあった外出支援に努め
てはいるが、いまだに偏りが
ある。ADLの低下された利用者
への外出が、歩行の安定され
た利用者に比べ少ないという
現状がある。

地震、風水害や火災等の想定
をした避難訓練を定期的に実
施し、災害時の対応について
の訓練を通し学ぶことで、災
害時への速やかな避難や職員
間の連携確認を行う。

火災以外を想定した、様々な
災害による避難訓練の実施を
する。訓練実施後に反省点な
ど全職員間で共有。
訓練日に参加出来なかった職
員へ対しては、個別に防災管
理者より訓練の内容等指導す
る

12ケ月

食事を楽しんで頂ける様に努
めてはいるが、利用者の活躍
の場面等を家族へ周知する工
夫に欠けている。

職員、利用者と一緒に食への
関わりを継続し、利用者の有
する能力を活かしての、活躍
や貢献の様子を家族へ周知す
る


